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◆ プロダクトラインプロダクトラインプロダクトラインプロダクトラインってってってって？？？？ 

 ソフトウェアプロダクトラインエンジニアリングという言

葉を聞いたことがあるでしょうか。字義通りには、ソフトウ

ェアの製品系列（シリーズ）を作ることを意味し、SPLE ま

たは SPLなどと略されます。最近では、ソフトウェアのみ

ならずハードウェアも含んだ製品の系列を作ることにま

で拡張したプロダクトラインエンジニアリング（PLE）として

言及されることも多くなってきました。いずれにしても、ソソソソ

フトウェアフトウェアフトウェアフトウェアがががが重要重要重要重要なななな位置位置位置位置をををを占占占占めるめるめるめる製品製品製品製品ややややシステムシステムシステムシステムをををを、、、、

個個個個々々々々にににに捉捉捉捉えるのではなくえるのではなくえるのではなくえるのではなく、、、、互互互互いにいにいにいに類似点類似点類似点類似点をををを持持持持ったったったった集合集合集合集合

としてとしてとしてとして捉捉捉捉ええええてててて開発開発開発開発すすすするというるというるというるという考考考考ええええを指しています。ここで

は SPLE と略します。そして、それが扱う製品またはシス

テムをアプリケーションと呼ぶことにします。 

◆ 「「「「似似似似ているているているている」」」」からからからから「「「「どこがどこがどこがどこが同同同同じでどこがじでどこがじでどこがじでどこが

違違違違うかうかうかうか」」」」へへへへ 

SPLE では、対象とするアプリケーションの間の共通

点を分析し、それを基に共通資産を用意します。共通

資産とは、アプリケーション間で共通に使う要求仕様や

設計、実装などです。共通点とは、例えば携帯音楽プレ

ーヤーでは「音声（音楽）を聴く」とか「音声出力」などで

（図 1 参照）、それが、どのアプリケーションでもなるべく

同じソフトウェアで実現されるように設計を考えます。共

通点を多く持つことと、その結果として設計の共通点が

多くなることによって、以下が達成されることを目指しま

す。 

1. 共通点に対応する設計・実装はやはり共通にして、

少しずつ違う似たような設計・実装をアプリケーショ

ンごとに行なわなくて済むようにする 

→共用資産の一括開発・管理 

2. 共用資産の利用方法も共通にして、各アプリケー

ションに容易に再利用できるようにする 

→開発工数の削減 

3. 共用資産のテストの仕方もなるべく共通の部分を

多くする 

→テスト工数（品質コストの一部）の削減 

モジュールの一部は共通だけれども一部だけアプリ

ケーションごと異なるという場合があります。またもちろん、

アプリケーションごとに他のアプリケーションとは全く異

なる要素がある場合もあります。これらの、アプリケーショ

ン間で異なる点を、可変点可変点可変点可変点と呼びます。 
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図 1. 可変性モデルの例 

 

可変点における実際のバリエーションは変異体変異体変異体変異体と呼

びます。共通モジュールの中の実際に異なる部分や、

他のアプリケーションにはないモジュールなどが、変異

体に当たります。変異体には以下のようなタイプがありま

す。 

要素タイプ 要素間関係
構成

特化

実装
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• オプションの変異体：アプリケーションによって、

あったりなかったりする要素 

• 選択肢となる変異体：複数の選択肢から一つ

またはいくつかだけアプリケーションごとに取り

入れられる要素 

例えば図 1 では、「音声」は対象としている製品系列

全体で共通の要素ですが、「音声入力」はオプションな

ので、その要素を持たないアプリケーションがあることを

表わしています。また、「画像」を扱うのは一部のアプリ

ケーションのみですが、その要素があるアプリケーション

では（画像の）「表示」は必須であることも表わしていま

す。そしてその場合、表示するディスプレイのサイズは

「1.54 インチ」、「2.5 インチ」、「3.5 インチ」のいずれかか

ら選択することになっています。 

◆ 「「「「共通共通共通共通」」」」だけれどもだけれどもだけれどもだけれども違違違違うところのあるうところのあるうところのあるうところのある要要要要

素素素素のののの扱扱扱扱いいいい 

上に書いたように、共通点であってもその中に可変点

を持つ要素があります。純粋に共通な要素であれば、

対応する設計要素も共通モジュールなどにしてアプリケ

ーションに組み入れれば良いのですが、可変点はどの

ように扱ったら良いのでしょう？ これにはいくつか方法

があります。例えば次のようにして設計・実装できます。 

• 抽象的な定義を具体的に詳細化する 

共通に成り立つ抽象的な要素だけを定義してお

いて、そこに追加する詳細はアプリケーションご

とに改めて定義するやり方。例えば一つクラスを

作っておいて、各アプリケーションではそこから

サブクラスを作る。また、テストケースで確認する

機能を共通に書いておいて、アプリケーションご

とにその確認のための具体的な手順を書くなど 

• 追加 

拡張点を用意してそこにオプションで追加要素

を組み入れたりする。例えば一連の関数呼び出 

しを行なう際に、特定の関数は呼び出したり呼び

出さなかったりするようにする。これは設計時、コ

ンパイル時、実行時など、様々な段階で制御す

ることができる。 

• 置き換え 

インタフェースは同一のまま呼び出される関数の 

実装を換えることなどで実現される。 

• パラメータ化 

アプリケーションの振る舞いや特性を決定する要

素として数値があった場合、その数値を開発の

いずれかの段階で決定することによって、バリエ

ーションを得る。例えばマクロで定義された数値

を、ヘッダファイルの選択やコンパイル時の指定

によって決定するのはこの方法。また数値でなく

ても、前述のようにいくつかの関数を用意して、

パラメータを介してどの関数が使われるようにす

るのかを決定するのも、この方法の一種。 

◆ バリエーションバリエーションバリエーションバリエーションはははは事業事業事業事業のためにのためにのためにのために 

さて、ここで気をつけなければならないことがあります。

SPLE は生産性向上の文脈で話題にされることが多い

のですが、真真真真のののの価値価値価値価値はその向こうにあります。どういうこ

とかというと、事業事業事業事業のののの遂行遂行遂行遂行にににに貢献貢献貢献貢献するするするする、ということです。

いくら多くのアプリケーションを生みだしたとしても、それ

らが役立つ場面がなければ意味がありません。製品なら

ば、売れるかどうか。業務システムならば、使う部門や会

社があるかどうかが問題になります。 

個々の開発の効率を上げるだけでなく、事業に貢献

できるようにするためには技術者チームとマーケティン

グ／企画チームが連携して、自組織の強みが生きるシ

ステム計画を作る必要があります。そして、そのために

は技術者が自分達の強みを非技術者に伝える手段を

持っていなくてはなりません。 

 

 


